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第 43 回

男声合唱サークル

『おろち』
①活 動 歴　6ヵ月
②年 齢 層　40代～ 80代の男性
③活動場所　コミュニティプラザ
　　　　　　多目的ホール
④活動時間　毎月第1･3火曜日
　　　　　　19:00 ～ 21:00
⑤代 表 者　郡司辰之助 （ぐんじたつのすけ）
⑥連 絡 先　事務局 小川☎ 75-0417

合唱で多古町を元気にしたい―。
その呼びかけに集まった有志

は、職業も年齢もさまざまな楽譜も
読めない初心者ばかり。合唱をはじ�
め、文化活動は女性のイメージが
強いですが『おろち』は伴奏者以外�
すべて男性。サークル名は八

やまた の お ろ ち

岐大蛇
や牛尾の蛇祭り、タコの足が 8本�
など、いろいろな意味が込められ「男
性も積極的に文化活動に参加し何で
も巻き込んでいこう！」と、付けら
れました。昨年9月の発足時14名
だったメンバーも、口コミや勧誘で
32名となり、多古高校の石毛校長指
導の下、練習に励んでいます。
　月2回の活動は、肩の上げ下げな
どで体をリラックスさせてから発声
練習。指導にあたる石毛校長は音楽
が専門で、多くの指導経験を持つベ
テランです。声の出し方や息遣いな
ども、丁寧に教えてくれます。裏声
の練習は、フクロウや子牛の鳴き声
をまねたり、歌詞も歌いにくければ
「ルルル〜」を「ア～」に変えたりと、
指導法もユニークです。楽曲は「見

だんだん伸びやかになり、美しい
ハーモニーが生まれる瞬間は、鳥肌
がたつほど‼歌声をひとつに合わせ
る高揚感は、一人で歌うカラオケな
どでは得られないもの。メンバーは
「一人ひとりの声に自信はなくても、
みんなで歌うとなかなか良い声にな
る」と、表情も晴れやかです。
　発表の場を設け“やりがい”を持た
せようと、4月に行われる『スプリン
グコンサート』に出演予定で、今後
は町をPRする替え歌にも挑戦した
いと意欲満々です。8月に多古町で
開催される『関東おとうさんのコー
ラス大会』。そのサポート、そして
合唱ミュージカルに出場するのが目
標です。『おろち』と『多古』の名を全
国に轟

とどろ

かせる日も、遠くはないかも
しれません。ただ今メンバー募集中!!
皆さんの参加をお待ちしています。

上げてごらん夜の星を」「黒田節」「ど
じょっこふなっこ」など、歌いやす
いものをジャンルにこだわらず選曲
し、レパートリーを増やしています。
　指揮をしながら石毛校長も一緒に
歌うので、その声に引っ張られる
ように、メンバーの声も気持ちも
高まります！こもり気味だった声が、�
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